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クトル測定において注意すべき点を明らかにしている。第 5 章では，第 3 章及び第 4 章から得られた知
見を応用して，近赤外分光イメージングにより表皮水分量面分布を評価している。まず表皮水分量の変
化をより感度良く検出するために，モンテカルロ法による光伝播シミュレーションによって各波長に対する

















審    査    の    要    旨 
  
 江川氏は，その時点で利用可能な最先端の分光計測手法を皮膚計測に応用し，皮膚科学・美容科学
において非常に有用な情報を引き出すことに成功している。シミュレーションを用いた測定深度の推定や，
最適な使用波長の選定など，測定対象・測定目的に即して必要な考察を駆使し，さらに独自の測定系を
構築し，測定データに対する十分な物理的考察を行うなど，物理学および分光学に対する深い理解と，
皮膚科学・美容科学における幅広い知見とを組み合わせることにより，多くの重要な研究成果を収めてい
る。皮膚の水分量の深さ分布について，今まで明らかにされていなかった皮膚の水分量の深さ分布の部
位差を明らかにし，簡便指標である「みかけの角層厚」を提案している。さらに，日常生活において水分
量に変化があるのは角層の上層程度の深さまでであることを示唆する結果を得た。これらは，美容科学・
皮膚科学における重要な新たな知見である。表皮水分量の面分布について，近赤外光による測定系を
構築し，これまでの電気特性計測では得られなかった多くの有用な知見を得た。 
 江川氏の一連の研究成果は，氏が皮膚科学・美容科学・応用物理学・分光学の複合分野における研
究者として優れていることを明白に示している。氏が開発・利用した計測手法は美容科学・皮膚科学にお
いて，幅広く用いられることが期待されるものであり，またそれらにより得られた研究結果の多くは，これら
の分野の今後の発展の基礎となる重要なものである。 
 
〔結論〕 
 平成２９年 ２月１６日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席の
もと、本論文について著者に説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
